
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 水利工学研究領域 水路システム担当 

水路システム復旧のための水利用機能診断 

復旧・復興事業に対して、水路システムの応急的な措置および長期的な再計画立案、更に具体的
設計を進めるための、水利用・水理機能診断の考え方とその手順を示しました。 

 これまで、更新事業やストックマネジメントを目的とした水路システムの水理・水利用機能診
断手法の確立に取り組んできました。 

 ３．１１大震災以来、被災水利施設の応急措置、速やかな計画立案に向けた、機能診断手法
の拡張を求められています。 

研究のポイント 

機能診断は、以下の考え方で進めます。 

 単に施設の現況復旧を図るのではなく、性
能設計の考え方を基礎として、先ず復旧さ
せるべき機能を確定する。 

 最初に復旧機能の発揮に必要な流域を確
定（排水エリアの設定、水源の確保）し、次
に、受益エリアの設定を行う。 

機能診断用の分集水機能図の作成例 

研究の背景 

機能診断の概要 

具体的方法 
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分水点のアドレス作成例
水の経路が判別できるように、
通過点の名称を集積すると
ともに階層を表す。

ｄ：排水点

-4

集水点のアドレス作成例
このあと河川に出るまでの通
過点の名称を集積すると
ともに階層を表す。

-3a-4ad

H4D

一部集水路（排水路）を経由
していることを示すアドレス

H4D3D

-5ad

-5ｂd

-5
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凡 例

開水路（用水路）

開水路（排水路）

パイプライン（用水路）

ポンプ（用水）

ポンプ（排水）

バルブ式分水口

ゲート式分水口
（オリフィスまたはセキ）

重力式集水口

下流制御ポンプ
（加圧式パイプライン）

バルブ

オリフィス式分水施設

（逆）
サイフォン

落差工

セキ式分水施設

調整池（排水利用）

調整池（用水利用）

受益地の凡例

用水単独利用

反復用水利用

パイプライン利用

 対象とする水路システム全体を、基本シス
テム（分水システム、集水システム、連結シ
ステム）で再構成する。 

 機能代表点（分水点、集水点、連結点）ごと
に基本機能（分水機能、集水機能、連結機
能）を定義することによって、水路システム
全体を、基本機能のみによって記述（表記）
する。 

 水利用機能診断票フォーマットを活用して、
データを収集し、当地の水路システムが確
保すべき主要な機能を選定、診断する。 

　　　　　余水吐クレスト越流の確保が優先されている状況である。

　　　→　用水管理、排水管理ともに、上流制御方式と言える。

※改良区聞き取り結果に基づく。

本地区の制御方式は、以下に示すとおり。

制御方式（※要検討）

　　　　　現状の管理においては、分水工上流にある田面給水位を確保するために、

その他　留意事項
・＊＊用水については、下流にて市の排水流入があるため、排水管理における

ゲート操作（全閉）は迅速に行う必要がある。

＊＊幹線

分水工上流を望む 上流より下流を望む

＊＊川へ

＊＊幹線
＊＊幹線

＊＊用水

凡 例

全閉

全開

開（全開以外）

（1）用水管理

（2）排水管理

平面図 正面図

（上流より下流を望む）

・余水吐クレストを越流させ

た状態で管理する。

・①＊＊幹線および＊＊幹

線の流量は下流水位計にて

算出し、②次に＊＊用水の

流量は全量からの引き算に

より算出する。

・＊＊、＊＊、＊＊の流量は、

余水吐クレストの越流水位

に依存することから、上流制

御方式である。

・排水時、＊＊用水ゲートを

全閉にする。

・排水時、＊＊および＊＊幹

線ゲートは操作しない。

・基本的には、＊＊頭首工に

て取水停止する。

・＊＊および＊＊幹線は、

ゲート上流に配置された水

位計にて水位管理を行うこと

から、上流制御方式である。

縦断図（＊＊幹線、＊＊幹線）

＊＊幹線

＊＊川

＊＊幹線

＊＊幹線

＊＊用水

※＊＊用水は、

流入口を投影。

縦断図（＊＊用水）

※本用水の流入口までは省略。

平面図 正面図

（上流より下流を望む）

＊＊幹線

＊＊川

＊＊幹線

＊＊幹線

庄右ヱ門用水

※＊＊用水は、

流入口を投影。

ゲート側方を望む

＊＊用水

＊＊幹線

＊＊幹線

余水吐クレスト

従来の機能診断票（フォーマット）の活用 


